
３
Ｐ
Ｌ
人
材
の
三
分
の
一
は
女
性

今
年
四
月
に
日
立
物
流
に
入
社
し
た
大
卒
以
上
の
新
卒
者

四
五
人
の
う
ち
一
五
人
は
女
性
だ
っ
た
。
同
様
に
日
本
通
運

は
七
四
人
、
佐
川
急
便
は
一
五
一
人
の
女
性
新
卒
者
を
将
来

の
コ
ア
人
材
と
し
て
採
用
し
た
。「
純
粋
に
能
力
主
義
で
選
ん

だ
結
果
と
し
て
、
こ
こ
数
年
毎
年
女
性
の
比
率
が
上
が
っ
て
い

る
」（
佐
川
急
便
）
と
い
う
。
今
や
有
力
３
Ｐ
Ｌ
の
新
卒
採
用

に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、
二
割
か
ら
五
割
に
も
達
し
て
い
る
。

彼
女
た
ち
の
戦
力
化
レ
ベ
ル
と
定
着
率
が
、
近
い
将
来
の

３
Ｐ
Ｌ
市
場
の
勢
力
図
を
決
定
す
る
。
短
期
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
完
結
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
と
は
異
な
り
、
受

託
後
、
継
続
的
に
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
運
用
す
る
こ
と
に
な
る

３
Ｐ
Ｌ
事
業
は
、
ス
タ
ッ
フ
一
人
当
た
り
の
案
件
数
が
限
ら
れ

て
い
る
。
３
Ｐ
Ｌ
事
業
を
拡
大
す
る
に
は
、
そ
れ
だ
け
ス
タ
ッ

フ
の
頭
数
を
そ
ろ
え
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
も
、
そ
こ
で
必
要
と
さ
れ
る
の
は
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ス
キ
ル
を
持
っ
た
高
度
専
門
職
だ
。
そ
の
資

質
を
備
え
た
人
材
を
確
保
し
、
育
成
す
る
に
は
コ
ス
ト
も
時
間

も
か
か
る
。
幸
い
３
Ｐ
Ｌ
専
門
職
は
肉
体
的
な
制
約
を
受
け

な
い
た
め
、
性
差
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
女
性
で
も
能
力
次
第

で
十
分
活
躍
で
き
る
。

た
だ
し
、
勤
続
年
数
も
男
性
並
を
維
持
で
き
な
け
れ
ば
、
人

材
育
成
に
投
じ
た
資
金
が
ム
ダ
に
な
る
。
女
性
採
用
比
率
の

拡
大
は
、
家
庭
を
持
つ
女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
人

事
制
度
と
セ
ッ
ト
で
な
け
れ
ば
機
能
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
女

性
の
採
用
は
増
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

に
つ
い
て
は
、
男
性
中
心
に
設
計
し
た
ま
ま
手
を
付
け
て
い
な

い
企
業
が
今
の
と
こ
ろ
は
大
半
だ
。

男
性
社
員
に
は
終
身
雇
用
を
前
提
と
し
た
年
功
型
賃
金
制

度
と
コ
ア
業
務
を
割
り
当
て
る
一
方
、
女
性
は
有
期
雇
用
で

補
助
業
務
、
報
酬
も
昇
格
が
な
い
た
め
実
質
的
に
は
一
律
と

い
う
、
性
差
に
基
づ
い
た
業
務
設
計
と
人
事
制
度
が
い
ま
だ
に

幅
を
利
か
せ
て
い
る
。
人
事
部
門
は
採
用
活
動
以
外
に
は
昔

な
が
ら
の
組
合
対
策
と
社
内
政
治
に
追
わ
れ
る
ば
か
り
で
、
肝

心
の
人
事
戦
略
が
後
手
に
回
っ
て
い
る
。

参
入
規
制
に
守
ら
れ
て
い
た
時
代
の
物
流
業
界
で
は
、
正

社
員
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
現
場
の
男
性

社
員
の
労
務
管
理
が
最
大
の
経
営
課
題
だ
っ
た
。
規
制
緩
和

で
従
来
型
の
単
機
能
サ
ー
ビ
ス
が
陳
腐
化
し
、
収
益
の
源
泉

が
３
Ｐ
Ｌ
事
業
に
移
っ
た
今
も
人
事
面
で
は
規
制
時
代
の
残

滓
が
消
え
て
い
な
い
。

物
流
業
か
ら
３
Ｐ
Ｌ
に
看
板
を
付
け
替
え
る
だ
け
で
は
変

革
は
実
現
し
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
成
否
は
完
成
度
で
決

ま
る
。
３
Ｐ
Ｌ
事
業
者
は
人
材
不
足
を
嘆
く
前
に
、
戦
略
に

合
致
し
た
人
事
採
用
制
度
を
練
り
直
す
必
要
が
あ
る
。
危
機

感
を
持
っ
た
企
業
は
既
に
改
革
に
着
手
し
て
い
る
。

ヤ
マ
ト
運
輸
の
関
東
支
社
で
は
昨
年
、
女
性
社
員
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
関
東
支
社

に
は
現
在
約
一
〇
万
人
の
社
員
が
在
籍
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち

約
三
分
の
一
が
女
性
だ
。
と
こ
ろ
が
、
昨
年
ま
で
関
東
支
社
に

は
業
務
役
職
と
呼
ば
れ
る
課
長
職
以
上
の
役
職
者
が
、
男
性

で
は
約
三
〇
〇
名
い
る
の
に
対
し
、
女
性
に
は
三
人
し
か
い
な

か
っ
た
。

同
社
が
定
期
採
用
で
大
卒
女
子
を
採
り
始
め
た
の
は
小
倉

昌
男
社
長
時
代
の
一
九
七
九
年
ま
で
遡
る
。
当
時
か
ら
一
般

職
・
総
合
職
の
区
別
は
な
か
っ
た
。
当
然
、
並
の
男
性
以
上

に
仕
事
の
で
き
る
女
性
は
い
る
。
昇
進
に
関
し
て
九
四
年
以
降

は
自
己
申
告
制
を
と
っ
て
い
る
。
条
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の

が
自
ら
手
を
挙
げ
、
候
補
者
研
修
を
受
講
し
て
選
抜
試
験
を

パ
ス
す
る
こ
と
で
、
初
め
て
役
職
候
補
者
と
し
て
の
資
格
が
得

ら
れ
る
。
男
性
社
員
で
も
年
功
だ
け
で
自
動
的
に
昇
進
す
る
こ

と
は
な
い
。
制
度
的
に
は
男
女
差
は
な
い
。

そ
れ
で
も
実
際
に
は
「
女
性
に
と
っ
て
役
職
の
壁
は
高
く
、

物流マンの人事採用戦略
物流業の業績は優秀な所長を社内に何人抱えている

かで決まる。同様に３ＰＬ事業は、稼げるロジスティ
シャンの数で決まる。差別化要因は人にある。コア人
材の確保・育成こそ最重要の経営問題だ。女性の活用
がその突破口になる。
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役
職
に
就
き
た
い
と
い
う
意
識
す
ら
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
が
現
状
だ
」
と
関
東
支
社
の
数
少
な
い
女
性
管
理
職
の

一
人
、
白
鳥
美
紀
副
支
社
長
は
い
う
。
そ
こ
で
過
渡
期
の
取

組
み
と
し
て
、
女
性
が
役
職
に
就
く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
組
織
的

に
す
る
こ
と
に
し
た
。

役
職
候
補
者
研
修
を
受
講
で
き
る
対
象
者
を
調
べ
た
と
こ

ろ
関
東
支
社
だ
け
で
一
〇
二
人
の
女
性
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
。
そ
の
一
人
ひ
と
り
に
候
補
者
研
修
を
受
け
る
意
志
が
あ
る

か
を
確
認
し
た
。
結
局
八
人
が
手
を
挙
げ
て
候
補
者
研
修
を

受
け
た
。
う
ち
六
人
が
最
終
的
に
役
職
候
補
者
試
験
を
パ
ス

し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
度
中
に
新
た
に
女
性
三
人
が
役
職

に
就
い
た
。
わ
ず
か
な
が
ら
も
道
が
拓
け
た
。

同
じ
物
流
業
界
で
も
欧
米
で
は
女
性
幹
部
の
存
在
が
既
に

常
識
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
外
資
系
３
Ｐ
Ｌ
に
は
経
営

層
に
女
性
を
起
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
珍
し
く
な
い
。
と
こ
ろ

が
日
本
企
業
で
は
皆
無
に
近
い
。
育
児
休
業
や
短
時
間
勤
務

な
ど
、
家
庭
を
持
つ
女
性
を
意
識
し
た
就
業
支
援
制
度
の
整

備
は
日
本
企
業
で
も
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
肝
心
の
女
性
に
昇

進
へ
の
意
欲
が
薄
い
。
男
性
社
員
の
意
識
は
も
ち
ろ
ん
女
性

自
身
の
意
識
改
革
を
促
す
必
要
が
あ
る
。

女
性
キ
ャ
リ
ア
サ
ロ
ン

毎
月
最
終
水
曜
日
の
一
九
時
。
東
京
・
青
山
に
あ
る
エ
ム
・

ア
イ
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
の
会
議
室
に
、
仕
事
帰
り
の
女
性
が
一

人
、
二
人
と
入
っ
て
い
く
。
年
代
は
二
〇
代
半
ば
か
ら
三
〇

代
。
彼
女
た
ち
が
向
か
う
の
は
、
働
く
女
性
の
お
悩
み
相
談
室

「
キ
ャ
リ
ア
セ
レ
ブ
サ
ロ
ン
」
の
会
場
だ
。
メ
ン
タ
ー
（
相
談

相
手
）
は
三
〇
代
〜
五
〇
代
の
働
く
女
性
。
業
界
は
Ｉ
Ｔ
系

か
ら
福
祉
系
ま
で
様
々
だ
。
メ
ン
テ
ィ
ー
（
相
談
者
）
の
相
談

に
、
完
全
無
報
酬
で
応
じ
て
い
る
。

近
鉄
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
Ｋ
Ｗ
Ｅ
）
の
饗
場
文
惠
専
任
課
長

は
昨
年
秋
か
ら
こ
の
会
に
メ
ン
タ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

19 MAY  2007

特集 

今年4月4日、ヤマト運輸関東支社で新入社員の辞令交付
式が行われた。式典後、将来ヤマトでどんな仕事をしたいか、
新入社員たちに感想文を書かせた。「社長になりたい」と答
えた新人が4名。他に「副支社長のようになりたい」と書い
た女性社員も4人いた。2005年に広報部長から異動した白鳥
美紀副支社長のことだ。同社における女性社員のロールモデ
ルとなっている。
「お世辞とは思うが嬉しかった。振り返ると私自身には働
く女性の手本がなかった。自分のなかで葛藤するばかりだっ
た。今の女性社員や就職を控えた学生たちに、ヤマトは女性
が活躍できる会社だと思ってもらえるのであれば、私自身が
広告塔になることは全く厭わない」と本人。
昨年25年勤続で表彰を受けた。81年に新卒で入社してす

ぐ広報部に配属された。当時のヤマトの広報部門は、宅急
便の宣伝活動こそ手がけていたもの、ほかには社内報を作る
程度で社外に対する広報活動には消極的だった。そのノウハ
ウもなかった。異業種交流や社外の勉強会に出席して、先
進企業の広報担当者や専門家から積極的に指導を受けた。
当時の小倉昌男社長がそれを後押ししてくれた。小倉社

長は自ら会社のスポークスマンにもなりきっていた。新聞に
意見広告を出して世論に訴えるなど、マスコミの使い方も上
手かった。マスコミの記事を使って逆に社内をコントロール
することさえあった。広報活動の持つ影響力を感じずにはい
られなかった。
係長への昇進は2年後輩の女性に先を越された。口には出
さなかったが悔しかった。出産で休業したせいかとも思った。
しかし当時の昇進は上司の推薦がすべて。黙って評価を待つ
しかなかった。94年に人事制度が変わり、昇進が自己申告
と上司の推薦に基づく試験制になった。その第一期生として
迷わず手を挙げた。研修に参加したのは女性では1人だけだ
った。
仕事に対する欲が出てきたのはそれからだ。それまでも与

えられた仕事には一所懸命に取り組んできた。しかし自分か
ら前に出ることはなかった。改善や改革をいくら提案しても
一社員の発言だけでは組織は動かない。マネジメントの立場
に身を置くようになったことで、組織を動かす醍醐味を知っ
た。部下の育成という役割にもやりがいを感じた。
その後、97年には課長職に当たる経営企画本部プロジェ

クトマネジャーに昇進。さらに2001年には広報部長と、ト
ントン拍子で出世した。同期入社で部長職に就任したのは、
同じタイミングで昇進した男性1人と並んで一番早かった。
振り返ると広報専門で20年以上が経過していた。広報職

に対する思い入れは人一倍強い。しかし、経営幹部として現
場を経験する必要も感じていた。自ら進んで現場への異動を
申し出た。広報専門職としてヘッドハンティングの誘いも受
けたが、ヤマトに残る道を選んだ。
当初は結婚したら辞めるつもりだった。ましてや子供を産
んでまで働くとは思っていなかった。長く続けることになっ
た理由は、「やはり広報という仕事とヤマトという会社が好
きだったから。それと小倉昌男という尊敬できる経営者に出
会えたことが大きかった。やはり、あの世代の普通の経営者
とは違った。女性社員も平等に扱ってくれた。男性社員に対
する厳しさに比べて、女性にはむしろ優しすぎるところがあ
ったくらいだった」と振り返る。

ヤ
マ
ト
運
輸
の
白
鳥
美
紀
関
東
支
社
副
支
社
長
。
後
ろ

は
ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー
車
の
初
代
試
作
車
。
白
鳥
副
支
社

長
に
と
っ
て
は
新
人
広
報
時
代
の
思
い
出
深
い
車
だ
。

小倉昌男の女性活用


